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Municipal
News

小林市が進める政策や

　　　　　　　事業を紹
介します

市政
ニュース

総合計画等審議会が答申書を提出

　６月から７回にわたり市総合計画の内容など
について協議を重ねてきた、市総合計画等審議
会（倉

く ら た と み お

田富夫会長、委員 20 人）は、１月 31 日、
答申書を市に提出しました。答申の内容を反映
させた第２次市総合計画は、２月 14 日、15 日
に開催された臨時議会で可決。新しい計画の内
容については４月号でお知らせします。

災害発生時に備え西小林で開催

　地域の防災力を高めるため、大規模災害で停
電・断水になった場合を想定した「避難所運営
訓練」を 2 月 19 日、西小林地区体育館で行い
ました。地域住民や消防団、災害ボランティア
コーディネーターなど約100人が参加。訓練は、
避難者役と「本部・情報管理班」、「避難所設営・
管理班」、「資材調達班」、「炊き出し班」、「救護班」
の運営役に分かれて実施。今後、市内各地区で
同様の訓練を行い、安心して暮らせる地域づく
りを推進していきます。

市内初の避難所運営訓練

第２次市総合計画を策定

Pickup Event
まきばの桜まつり 2017

日時／３月 25 日（土）
時間／ 10 時～ 20 時（交通規制９時～ 21 時）
場所／小林市細野　牧場　桜並木通り特設会場
ライトアップ期間／３月 19 日（日）～ 4 月 2 日（日）
　　　　　　時間／ 19 時～ 22 時

３/25

< 昨年の様子＞左上）ステージイベントを鑑賞する来場者
右上）大

お お の

野勇
ゆ う た

太さんのライブ左下）桜並木通り右下）夜には
花火が打ち上げられ、大盛況

　物産展「さくら市」、ステージイベントなど、
盛りだくさんの内容で開催します。期間中は、
ソメイヨシノ約 1000 本の桜のトンネルをラ
イトアップしますので、ぜひお越しください。
まつり当日は、会場周辺を交通規制します。
会場付近に設置される臨時駐車場をご利用く
ださい。●問＝商工観光課℡ 23-1174

　市では、刺激的な講義や対話
を通して新しい社会づくりに挑
戦する人材を育成するため、平
成 29 年４月に九州初となる大
人のための社会塾「宮崎こばや
し熱中小学校」を開校します。
　開校に先立ち、ひとりでも多
くの人に講義を体験してもらい
たいと、１月 28 日から 29 日に
かけて「第１回オープンスクー
ル」を開催。約 200 人が須木総
合ふるさとセンターに集結し、

「社会」「理科」などの講義、「図
工＆音楽」の特別授業を受講し
ました。参加者から「大人になっ
てから学べる場所ができて良
かった」、「話を聞くだけでワク
ワクした」と、熱中小学校の魅
力を実感していただくことがで
きました。３月 18 日（土）には、
２回目のオープンスクールを開
催します。詳しくは、今月号と
一緒に配布しているチラシをご
覧ください。

宮崎こばやし熱中小学校第１回オープンスクール

地方創生実現のため人材を育成

講義終了後、参加者全員で記念撮影

元内閣官房まち・ひと・しごと創生本部

地方創生総括官の山崎史郎さんが講演

小林にゆかりのある「がんばる若者」を紹介！

小林
の

わけ
もん
Vo
l.1
1

安
や す か げ

影 美
み ほ

穂 さん

　ずらりと並ぶ本棚
に返却された本を戻
すのも安影さんの仕
事。「利用者さんが求
める本をすぐ探せる
ように、自分も色ん
な本を借りて読んで
い ま す。」 先 輩 に も
積極的に質問するなど、
努力を惜しみません

　

市
立
図
書
館
研
修
生
の
安
影

美
穂
さ
ん
（
28
歳
＝
細
野
）。
本

が
好
き
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
足
繁
く
通
っ
た
思
い
出
の
場

所
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
、「
図
書
館
は

誰
で
も
利
用
で
き
て
、
色
ん
な

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
贅
沢

な
場
所
。
い
つ
か
図
書
館
の
仕

事
を
し
た
い
」
と
将
来
の
夢
を

抱
き
ま
し
た
。
一
時
は
事
務
職

と
し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、
夢

を
諦
め
き
れ
ず
一
念
発
起
。
司

書
資
格
取
得
の
た
め
学
校
に
通

い
、
夢
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
本
の
整
理
や
貸
し

出
し
を
担
当
し
、
本
の
知
識
や

接
客
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。

　
「
通
い
な
れ
た
こ
の
図
書
館

で
、
利
用
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
図
書
館
員
に
な
り
た
い
」。

　

憧
れ
の
場
所
で
い
き
い
き
と

働
く
安
影
さ
ん
の
姿
は
、
癒
し

と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

図
書
館
は
子
ど
も
時
代
の
思
い
出
の
場
所

「
利
用
者
に
信
頼
さ
れ
る
図
書
館
員
に
。」

小林市立図書館　図書館員



で
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
が
必

要
に
も
関
わ
ら
ず
、
充
分
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
な
状
態
と
は
、

体
を
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
い

な
ど
自
立
し
た
生
活
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
。
今
後
も
高
齢
化

は
進
行
し
て
い
く
た
め
、
こ
の

問
題
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い

く
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
家
族
や
地
域
の
協
力
が

必
要
で
す
。
い
か
に
健
康
に

生
活
で
き
る
期
間
「
健
康
寿

命
」
を
延
ば
す
か
を
皆
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

「健康寿命」を伸ばそう！

地域で協力！介護予防 !!
「住み慣れた地域でいつまでも健康で暮らしたい」。これは誰もが願うこと。

しかし、介護が必要な人の数は年々増加しており、
高齢化などが原因でさらに深刻化していくことも予想されます。

今月号では、介護予防に取り組む人たちの話から、
いつまでも元気に生活するための秘訣について考えていきます。

　

高
齢
に
な
る
と
、
身
体
機
能

や
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で
、
ケ

ガ
や
病
気
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
し
ま
う
原
因
の
多
く

は
、
高
齢
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気

で
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
に

よ
る
と
、「
関
節
疾
患
」、「
骨
折
・

転
倒
」、「
認
知
症
」
な
ど
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
（
表
１
参

照
）。

　

市
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
）は
、

平
成
23
年
か
ら
27
年
の
わ
ず
か

５
年
間
で
３
・
５
㌫
増
加
（
表

２
参
照
）
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
介
護
が
必
要
な
人
も
増
え
て

お
り
、
介
護
の
必
要
な
度
合
い

を
示
す
「
要
支
援
・
要
介
護
」

の
認
定
者
は
５
年
間
で
、
約

４
０
０
人
増
加
し
て
い
ま
す

（
表
３
参
照
）。

　

一
方
で
、
介
護
施
設
や
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
の
人
材
不
足
は
深
刻

高
齢
に
よ
る
ケ
ガ
・
病
気

介
護
が
必
要
な
原
因
に

５ KOBAYASHI 2017.3 4

年度 23 24 25 26 27

高齢化率（㌫） 30.3 31.0 31.9 32.8 33.8

年度 23 24 25 26 27
要支援・介護者

（人）
2,713 2,965 3,001 3,006 3,138

◆表 2 小林市の総人口、高齢者人口と高齢化率の推移
（出典：小林市統計書 2015 年度版）

◆表 3 要支援・要介護認定者数の推移
（出典：市高齢者保健福祉計画　第６期介護保険事業計画）

要支援者 割合 要介護者 割合

１位 関節疾患 20.7 脳血管疾患（脳卒中） 21.7

2 位 高齢による衰弱 15.4 認知症 21.4

3 位 骨折・転倒 14.6 高齢による衰弱 12.6

◆表 1 要支援・要介護が必要となった原因（上位 3 位）
（出典：平成 25 年国民生活基礎調査）

要
介
護
者
は
年
々
増
加

施
設
・
人
材
不
足
は
深
刻

INTERVIEW 市民に聴きました

　地域の人たちから「みんなで集まれる場所が
欲しい」という要望があったので、昨年の 11
月から、２週間に１度、自宅の庭で健康体操な
どを行っています。地域には、一人暮らしの高
齢者も多く、何かあったときのために地域の
つながりが重要だと感じています。こうやって
集まることで、安心して暮らせる地域にしてい
ます。また、体を動かしたり、おしゃべりをし
たりすることは、介護や認知症の予防に効果的
と聞いていますので、一石二鳥の取り組みだと
思っています。楽しければ続けられると思うの
で、集まったときには、とにかく笑顔で過ごす
ことを大切にしています。参加している方たち
も、毎回楽しみにしていると聞いていますので、
これからも続けていきます。

地域のつながりはとても大切
これからも笑顔で続けていきます

木
き が み

上ミサ子
こ

さん

真方で健康体操づくり
の体操を指導

特集

　地域包括支援センターでは、自分らしく豊か
に暮らせるように介護予防のお手伝いをしてい
ます。特に力を入れているのは、「いきいきサ
ロン」、「貯筋ステーション」など地域の憩いの
場の設置の支援です。そういった場所に外出す
ると、生活が充実したり、新しい情報が得られ
たり、励ましをもらったりと心が豊かになりま
す。どれも、介護予防にとても効果的なことで
す。趣味をつくって、生活の目標を持つことや
生涯現役の気持ちを持つことはとても大切です
ので、ぜひ活用してみてください。また、運動
で筋肉を刺激することは心も身体も元気にする
ため、認知症の予防などにもなります。ご自宅
でも、貯筋運動やウオーキングなどの有酸素運
動を心がけてみてください。

生活を充実させ、健康になるため
地域の憩いの場に参加ください

八
や え お

重尾 トモ子
こ

のじり地域包括支援センター
センター長

INTERVIEW地域包括支援センター

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

家
族
・
地
域
の
協
力
必
要



　

10
年
ほ
ど
前
ま
で
夫
婦
で
お

店
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
年

と
と
も
に
体
力
の
限
界
を
感
じ

て
閉
店
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
、
山
登
り
な
ど

運
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
仕

事
を
辞
め
て
か
ら
は
、
体
が
思

う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た
の

で
、
ほ
と
ん
ど
運
動
を
し
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
体
が

重
い
か
ら
、
運
動
せ
ず
、
さ
ら

に
悪
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
悪

循
環
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　

２
年
ほ
ど
前
、
地
区
の
友
人

に
誘
わ
れ
、
み
ど
り
会
館
に
皆

で
集
ま
っ
て
健
康
体
操
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
懐
か

し
い
歌
に
合
わ
せ
て
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
体
操
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
友
人
が
た
く
さ
ん

集
ま
る
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
な

ど
も
で
き
、
毎
回
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。
運
動
す
る
よ
う

に
な
っ
た
お
か
げ
か
、
２
年
前

に
比
べ
る
と
体
調
も
回
復
し
、

今
で
は
、
毎
日
楽
し
く
生
活
で

き
て
い
ま
す
。

　

も
し
お
互
い
に
何
か
あ
っ
た

と
き
、
元
気
で
な
け
れ
ば
助
け

合
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

運
動
を
続
け
て
、
夫
婦
一
緒
に

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

畠
はたなか

中　寶
ほ う じ

治さん（86）
　　 トシエさん（86）

細野（緑町）在住

INTERVIEW 市民に聴きました
毎週火曜、みどり会館で行う健康体操に参加する
畠中さん夫妻。元気に暮らせるコツを聞きました。

夫
婦
い
つ
ま
で
も
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
き
た
い

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
元
気
に
暮
ら
し
た
い
」。

こ
れ
は
、
多
く
の
人
が
考
え
て

い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
高
齢
化
な
ど
が

原
因
で
介
護
が
必
要
な
人
は
増

え
て
い
ま
す
。

　

畠
中
さ
ん
夫
妻
は
、「
毎
週
、

地
域
の
人
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る

の
が
楽
し
み
。
以
前
に
比
べ
体

調
も
良
く
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
特
別
な
こ
と
を

し
て
い
る
の
で
は
な
く
「
地
域

の
人
た
ち
と
交
流
す
る
」、
こ

れ
だ
け
の
こ
と
が
「
生
き
が

い
」
に
な
り
、
介
護
予
防
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
上
さ
ん
は
「
何
か

あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
も
、
普

段
か
ら
交
流
が
あ
れ
ば
様
子
を

確
認
で
き
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
に
な
る
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　

核
家
族
化
な
ど
で
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら
に
地
域

の
支
え
合
い
が
大
切
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
決
し
て
難
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
人
が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
、

近
所
の
方
と
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、

地
域
で
の
交
流
を
生
む
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

小
林
市
で
は
、
地
域
の
憩
い

の
場
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
依
頼
が
あ
れ
ば
、
貯

筋
運
動
な
ど
健
康
づ
く
り
の
体

操
の
指
導
に
も
伺
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
や
団
体
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
問

・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

地
域
で
交
流
す
る
こ
と
も

介
護
予
防
に
つ
な
が
る

い
つ
ま
で
も
健
康
で
暮
ら
す
た
め
に

地
域
の
支
え
合
い
が
必
要
で
す

憩
い
の
場
づ
く
り
を
支
援

お
気
軽
に
連
絡
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TOPICS

　介護保険法が改正され、４月から新た
に「介護予防・日常生活支援総合事業」（以
下、「総合事業」）が始まります。
　要介護状態になることを防ぐための介
護予防事業や介護保険で要支援１・２の
認定を受けている人の訪問介護と通所介
護が、新しく始まる総合事業に移行しま
す。
　また、今までの要支援認定とは別に、
簡単なチェックシートで要支援１・２に
準ずると認定されるとこれらのサービス
を利用できます。一人一人に多様なサー
ビスを柔軟に組み合わせることで、でき
るだけ自分らしい暮らしの継続を支援し
ます。
　なお、要介護認定（要介護１～５）を
受けている人は、これまでどおり介護
サービスを利用できます。

介護保険サービスが新しく変わりますTOPICS １

介護予防・日常生活支援
総合事業が始まります

　総合事業のみを利用する場合は、申請からサービス利用までが短い期
間で利用できるようになります。

　現在、要支援１・２の認定を受けている人で、訪問介護と通所介護利
用者の総合事業への切り替えは、４月１日以降の要支援認定の更新時期
となります。

　一人一人の状態に合わせたサービスの柔軟な組み合わせができます。

介護給付（要介護 1 ～ 5）

予防給付（要支援 1・2）

介護給付（要介護 1 ～ 5）

〈ポイント１〉サービスの組み合わせができる

〈ポイント２〉申請からサービス利用までの期間が短縮

〈ポイント３〉すでに認定を受けている人は、更新時期から

これまで ４月１日から

福祉用具貸与、訪問看護、通
所リハビリテーションなど

訪問介護（ホームヘルプサー
ビス）、通所介護（デイサー
ビス）

予防給付（要支援 1・２）

総合事業（要支援 1・２、
総合事業対象者）
訪問型サービス、通所型サービス
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西諸地区の医療と介護が連携して
更なる安心を提供できる体制構築

　介護が必要な人が適切な支援を受けられるよう
にするためには、医療と介護が連携することがと
ても大切です。そのため、昨年１月から医療、介
護関係者や西諸２市１町などからなる「西諸地域
在宅医療介護連携推進協議会」を発足。介護が必
要になっても住み慣れた地域で生活を継続できる

「地域包括ケア」を推進し、更なる安心を提供で
きる体制を構築します。

介護の原因になる認知症を
サポートする「コスモス手帳」

　介護が必要になる原因の一つ「認知症」は、誰に
でも発症する可能性のある病気です。市では、認知
症の状態に応じた支援と内容をまとめた「認知症の
ための生活ガイドブック」と本人の意思などが記入
できる「コスモス手帳」を長寿介護課と各地域包括
支援センターで無料配布しています。コスモス手帳
は、認知症に限らず介護予防手帳やエンディングノー
トとしても利用できるので、ぜひご活用ください。

西諸医療圏で連携TOPICS ２コスモス手帳TOPICS ３
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金婚者を代表して、熊
く ま の さ こ

ノ迫文
ふ み お

夫さん・信
の ぶ こ

子さん夫妻が「これからも夫
婦手を取り合い小林の発展に力を尽くします」と謝辞を述べました

地域福祉の充実を目指して
こばやし福祉推進大会を開催
　２月３日、こばやし福祉推進大会を開催し、
福祉功労者の表彰と、金婚夫婦 112 組、米寿
者97人を祝いました。受賞した団体・個人（敬
称略）＝北西一区友愛会、夏木サロン、大沢
津サロン、山

や ま だ み よ こ

田美代子、古
こ が

賀信
の ぶ ゆ き

之、井
い

手
で ぐ ち

口
宗
む ね ま さ

正、岩
い わ も と

元ヒサエ、大
お お や ま

山利
と し ゆ き

行、鹿
か し ま

嶋久
ひ さ み

美、境
さかい

健
け ん い ち ろ う

一郎、猿
さるわたり

渡之
ゆ き お

夫、庄
し ょ う だ

田修
おさむ

、吉
よ し た に

谷文
ふ み お

雄

こすモ～丼は、宮崎牛やゴボウなどを使った牛丼で、味付けは焼肉の
たれ風。児童は「おいしい」「また食べたい」と箸が進んでいました

和牛生産者ら宮崎牛を寄贈
市内小・中学校の給食で提供
　１月 31 日、市内の和牛生産者団体が宮崎
牛 220 ㌔を寄贈しました。和牛部連絡協議会
の東

ひがしうめ

梅住
す み お

男会長は「子どもたちに日本一の宮
崎牛の美味しさを知ってほしい」とあいさつ。
２月２日には、地域の和牛農家が小・中学校
を訪れ、児童・生徒らと宮崎牛を使った「こ
すモ～丼」を交流を深めながら味わいました。

会場には、宮崎犬も登場。来場者は、宮崎犬とのふれあいを楽し
みながら検診や相談などで自分の健康状態を確認しました

元気に長生きできるように
こばやし健康フェスタを開催
　２月４日、こばやし市民健康フェスタを
中央公民館と市民体育館で開催しました。
市民が主体となった健康づくりを推進する
ことが目的で、市民ら 500 人が来場。来場
者は、健康相談や食育、運動、検診などのコー
ナーで、健康に関する知識や健康づくりの
実践方法などについて学びました。

肥後市長（左）と元木局長（右）。今後、具体的な取り組みにつ
いては、今後、運営協議会の中で評価していきます

市と宮崎労働局が協力して
雇用の充実を目指す
　２月 10 日、市と宮崎労働局は「雇用対
策協定」を締結しました。県内では４例目
で、てなんど総合戦略に定める「若者の雇
用創出」などの施策を効果的に進めること
が目的。同局の元

も と き よ し こ

木賀子局長は「それぞれ
の強みを生かし、地域に密着した雇用施策
を推進していきます」とあいさつしました。

心新たにワークショップで新年度の計画づくり

きずな協働体 西小林地区今月は、

取 り 組 み を 紹 介 し ま す

若い力で盛り上げます！

に
っ
こ
ば
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

青
年
部
会　

瀬せ
と
や
ま

戸
山 

潤じ
ゅ
ん
い
ち

一
さ
ん

ワークショップの様子

青
年
部
会　

大お
お
む
た

牟
田 

渉し
ょ
う
た太

さ
ん

　にっこばまちづくり協議会
は、設立してまもなく５年目
を迎えます。平成 29 年度から
は、永い歴史を持つ西小林振
興会と組織を一体化し、新た
なステージへと移行します。
　この組織拡大とともに、市
第２次総合計画に合わせた地
域のまちづくり計画をたてる
ため、２月 14 日にまちづくり
ワークショップを開催しまし
た。「まちづくりは楽しみなが

ら」の原点に戻り、ワクワク
感を持って開催したところ、
地域各種団体の老若男女 35 人
が参加。物産販売所設置を見
据えた朝市の実施、地域運営
型バスの運行や買い物支援な
ど、多種多彩な提案がなされ
ました。
　３月に２回目を実施予定で、
ワクワクする新たな計画をつ
くり、進化した５年目にした
いと考えています。

落合さんは、「前職の物産館での経験を活かして、野尻の魅力発信
に取り組みます」と意気込みを語りました

「野尻町の魅力を発信したい」
落
お ち あ い

合夏
な つ き

樹さんを協力隊に任命
　地域活性化と定住・定着を目的とした総
務省の「地域おこし協力隊」事業で、１月
４日、落合夏樹さんを隊員として委嘱しま
した。宮崎市出身で、前職は都内の宮崎県
のアンテナショップに勤務。野尻庁舎地域
振興課に所属し、ハーブを中心とした特産
品の紹介を通して、地域活性化を図ります。

落成式には、地域住民や関係者らが出席。公民館は、今後、住民
の交流・防災・伝統継承の拠点として活用されます

念願の細野一区自治公民館
住民交流の拠点として活用
 ２月 19 日、細野一区自治公民館の落成式
が開催されました。この公民館はコミュニ
ティ助成事業（宝くじ助成金）を一部活用
し建設。倉

く ら た

田富
と み お

夫区長は、「長年、区の公
民館を新築したいと活動してきた。今日の
落成式が開催できたのは、たくさんの人の
協力のおかげ」とあいさつしました。
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新
し
く
小
学
校
に
通
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始

め
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新
入
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童
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日
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を
込
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す
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。
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し
た
帽
子
を
被
っ
て

い
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続
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㊤ 「手をかけただけ、時間を
かけただけ、いいものができ
る。子どもたちのためにもっ
と頑張らないと」と笑顔を見
せる。㊦ 使用するミシンも
珍しく、今ではほとんど製
造されていない。「こまめに
油を差して大切に使ってい
ます」と仮屋さん。
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手
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屋 昭
し ょ う こ

子 さん（75）

Vol.67
こばやしびと

防疫体制やブランド化への理解深める
　１月 24 日、小林市
畜産振興大会が開催
されました。市内の
畜産農家や関係者な
ど 400 人が参加。県畜
産振興課坊

ぼ う ぞ の

薗正
ま さ つ ね

恒課長の講演や宮崎大学の成果
報告があり、参加者らは防疫体制の構築やブラ
ンド化の推進などについて理解を深めました。

JA こばやしがカーブミラーを寄贈
　１月 31 日、こばや
し農業協同組合（坂

さ か し た

下
栄
え い じ

次組合長）が市に
カーブミラー 39 基を
寄贈しました。高齢者
や子どもの交通事故防止に役立ててもらうことが
目的。寄贈されたカーブミラーは、道路の安全確
保のため市内各地に順次設置していきます。

新入学生にランドセルカバー贈呈
　小林ライオンズクラ
ブ（蔵

く ら も と

元秀
ひ で き

樹会長）か
ら、市内小学校 12 校
429 人の新入学児童に、
ランドセルカバーが贈
呈されました。新しく小学生になる児童が安全に
登下校できるようにと毎年実施。２月、同クラブ
の会員らが各小学校を訪れ、贈呈式を行いました。

医療関係者ら高齢者救急の課題学ぶ
　２月８日、西諸地域
在宅医療推進研修会

（西諸医師会主催）が
開催されました。宮崎
大学医学部の落

お ち あ い

合秀
ひ で の ぶ

信
教授が登壇し、高齢者救急の課題を説明。「ネッ
トの活用など、マンパワー不足を他の方法で解
決していかなければ」と訴えました。

地域住民ら須木地区の歴史を演じる
　２月５日、須木地区
の歴史をモチーフにし
た時代劇「塩の道」が
文化会館で公演されま
した。約 280 人が来場
し、地元住民らで構成された「すき歌劇団」に
よる歌や踊り、方言などを織り交ぜた演劇に、
会場は笑いと拍手で包まれました。

社会教育に尽力。西
にし

誠
まこと

さんを表彰
　12 月 26 日、西誠さ
んが県社会教育功労
者賞を受賞しました。
10 年間、市の社会教
育委員長を務めるな
ど社会教育の発展に尽力。「多くのひとに支えら
れ、光栄な賞を受賞できた。これからも市の社
会教育委員 11 人で頑張りたい」と話しました。

定期市「こばやしマルシェ」初開催
 ２月 12 日、市文化
会館駐車場で、こば
やしマルシェが開催
されました。新たな
賑わいの場や体験の
場を生み出すことが目的。市内外から約 50 店
舗が出店し、農産物や加工品、飲食物が販売さ
れ、約 800 人の来場者で賑わいました。

人権意識の普及高揚に尽力
　１月 27 日、市の人
権擁護委員として３
年間活動し、人権意
識の普及と高揚に尽
力した仮

か り や

屋博
ひ ろ ふ み

文さん、
井

い の

野実
みのる

さんに法務大臣感謝状を贈呈。二人は「人
権について深く学ぶことができた。今後、新た
な委員に頑張ってほしい」とあいさつしました。



　　

たくさんの課が連携して、

子育てを応援します。

子育て奮闘記
みんなの

スポーツ振興課

子育て支援課

健康推進課

学校教育課

社会教育課

　　　

安心安全・子育て

安心安全情報

　３月 11 日で東日本大震災が発生
してから６年。昨年は、熊本地震が
発生し、いつどこで同様の大地震が
起きてもおかしくない状況です。
　市では、想定される南海トラフ巨
大地震が震度「６強」、直下型のえ
びの・小林地震でも震度「６強」と
想定されています。
　災害発生時は、自助・共助・公助
の効率的な組合せで災害を軽減する
必要があるといわれていますが、大
規模な震災発生時は、公的機関も被
災するため公助に時間を要すること
になり、特に自助・共助の取組が重
要になってきます。共助は、各地域
の自主防災組織結成や活動を年次的
に市が支援していますが、最も重要
となるのは「自助」。まず自分が助

かることが大切です。自分が無事で
なければ共助もできません。
　身近でできる防災対策として、

「家具の転倒防止」「わが家の安全確
認（自宅内の危険個所・安全な場所
は？）」「食料などの備蓄（目安は、
飲料水１日１人３ℓ×３日分、食
料は概ね３日分）」「避難場所と避難
経路の確認」などがあります。
　「家族防災会議」を年に１度は行
い、災害時の対応（避難所の確認な
ど）や連絡方法などを話し合ってお
くことが大切です。また、こうした
ことを自主防災組織などの地域全体
で、または近隣の人たちと話し合っ
て協力し行うことも大切です。
　家族及び地域で一体となって地震
への備えを行いましょう！

交通事故発生状況

種別　　１月　　累計   　昨年
人身
物損
死者
負傷者
全国死者

18 18
83 83
０ ０

22 22
268 （昨年同月比　－ 64）

－ 10
－ 15

－ 14
±０

　±０
±０

　±０
　＋３

＋４

火災・救急発生状況

種別　　  １月　   累計　 昨年
建物
林野
車両
その他
救急

１ １
0 ０
0 ０
３ ０

200 200

地震への備え
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【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325 ●須木庁舎住民生活課：℡ 48-3132
　　　●野尻庁舎住民生活課：℡ 44-1100

健康コーナー

　　　　 知恵袋

健
康
推
進
課　
　

　

管
理
栄
養
士　

永な
が
さ
き﨑　

聡さ
と
み美

脂
質
は

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す

元気の

脂 質と聞くとどのようなイ
メージをお持ちですか？

　多くの人が太る、中性脂肪・コ
レステロール値が上がる…という
悪いイメージをお持ちではないで
しょうか。
　一見悪者とおもわれがちな脂質
ですが、私たちが生きていく上で
とても重要なエネルギー源です。
他にも、体内で細胞膜やホルモン
をつくる、血管を強くする・そう
じするなど、さまざまな働きをし
ています。
　脂質には、肉などに多く含まれ
る「脂」・植物に多く含まれてい
る「油」・青魚や大豆などに多く
含まれる「あぶら」があり、これ
らをバランスよく摂取することが
大切です。近年話題になったココ

ナッツ油やしそ油、あまに油、こ
れらも脂質です。それぞれ体に良
いものであっても、脂質摂取量は
一人一人決まっているので、あえ
て料理に追加すると脂質の摂り過
ぎになってしまいます。
　また、お米やお酒・お菓子・果
物などに多く含まれる「糖」も、
体内で中性脂肪やコレステロール
になります。大部分はエネルギー
として使われますが、摂りすぎる
と肥満や血清コレステロール値を
上げるなど悪影響を及ぼすので注
意が必要です。　
　食事は食べる量とバランスが大
事です。今年度も残り１ヶ月。今
までの食生活を見直し、バランス
の摂れた食事を心がけて、新たな
気持ちで新年度を迎えましょう。

健康コーナー

　

 以前から通っているジム仲間に勧められ、
65 歳でマラソンを始めました。普段から筋
力トレーニングをしたり、走ったりして体を
動かした結果、今では年 10 回ほど大会に出
場し、入賞できるように。体重も減少し、飲
む薬も減りました。日頃からお酒は適量、毎
食野菜を食べるなど、自分の健康に気をつけ
ています。
　自分の周りには、前向きな性格の人が多く、
そのお陰で毎日頑張れています。
　自分もまだまだいろんな大会で走れるか
も！夢はホノルルマラソン出場です。

健康の達人 　　
　  　

ヘルスメイトさんの

野菜レシピ

●作り方

①菜の花を茹で、食べやすい

  大きさに切る

②ニンジンは千切りにし、茹

　でる

③鶏ささみを茹でて、さいて

　おく

④調味料を合わせたものに、

　①～③を入れよく和えたら

　できあがり♪

菜の花の和え物

【材料…2 人分】
・菜の花   ………100 ㌘
・ニンジン  ………20 ㌘
・鶏ささみ     ……20 ㌘
・酢　   ……大さじ 1/2
・薄口しょうゆ
　　　　……大さじ 1/2
・砂糖　 ……大さじ 1/2
・すりごま　……小さじ１

今月の旬の食材は

菜の花
まだまだ走れる！
夢は、
ホノルルマラソン！

【極意】

１日に野菜 350 ㌘
を食べよう！

長は
せ
が
わ

谷
川　

厚あ
つ
こ子

さ
ん

　
今月の奮闘家族 

村
むらこそ

社 昭
あきよし

嘉さん（35）、愛
めぐみ

さん（33）、

奏
かなで

くん（８）、菫
すみれ

ちゃん（５）

杏
あんず

ちゃん（２）　　　

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

　一番下の娘と上の娘は喧嘩
が絶えません。姉妹の上下関
係を作る方法はありません
か？

　市内に放課後児童クラブを
13 ヵ所（小林地区 9 ヵ所、須
木地区 1 ヵ所、野尻地区 3 ヵ
所）設置して、小学校 1 年生
から 6 年生までの子どもが学
校がある日、春休み・夏休みな
どに利用しています。また、児
童センターは、小・中学生も利
用できますし、急な援助が必要
な時にはファミリー・サポー
ト・センターの利用もおすすめ
です。

　「◯◯ちゃん、見て。お姉
ちゃんすごいね～あんなこと
ができるんだ～」のように、
お父さんとお母さんが下の子
の前で上の子を褒めてあげる
といいと思いますよ。また、
姉妹のお手伝いの差をつけ
て、姉の手伝いを妹がしたが
る時は、「これは、お姉ちゃ
んのお仕事。◯◯ちゃんもお
姉ちゃんくらいになったら手
伝ってもらうね。」と、わか
るように伝えるのもひとつの
方法です。

　夫婦共働きで、長男が小学校
から帰ってきたあと、家にひと
りでいるのですが、そういう子
どもを見てくれる場所はありま
すか？
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う
例
年
以
上
の
接
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９
区
で
再
び

紙
屋
校
区
Ａ
が
浮
上
し
11
区
ま
で
先

頭
を
守
り
ま
し
た
が
、
後
半
、
昨
年

優
勝
の
小
林
校
区
Ａ
が
意
地
を
見

せ
、
12
区
で
逆
転
し
そ
の
ま
ま
ゴ
ー

ル
。
３
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
躍

進
賞
は
、
昨
年
７
位
か
ら
３
位
へ
と

４
つ
順
位
を
上
げ
た
三
松
校
区
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
終
了
後
に
は
、
鯉
こ
く
の

振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ
れ
、
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
や
声
援
を
送
っ
た
方
々

が
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
第
66
回
こ
ば
や
し
駅

伝
競
走
大
会
が
総
合
運
動
公
園
市
営

陸
上
競
技
場
を
発
着
と
す
る
25
・
６

㌔
、
14
区
間
で
開
催
さ
れ
、
各
校
区

代
表
の
選
手
ら
が
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。

　

１
区
は
、
小
林
校
区
Ａ
と
紙
屋
校

区
Ａ
が
同
着
区
間
賞
の
快
走
。
２
区

か
ら
５
区
は
、
紙
屋
校
区
Ａ
が
他
校

区
を
突
き
離
し
、
１
位
で
タ
ス
キ
を

繋
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
６
区
で
南

校
区
が
区
間
賞
を
獲
得
し
先
頭
に
。

さ
ら
に
７
区
で
は
、
三
松
校
区
が
驚

異
の
追
い
上
げ
で
先
頭
に
立
つ
と
い

小林校区Ａが３連覇
躍進賞は三松校区

【以下、結果】１位＝小林校区Ａ、２位＝紙屋校区 A、３位
＝三松校区（躍進賞）、４位＝南校区、５位＝栗須校区、６
位＝西小林・幸ヶ丘校区、７位＝東方校区、８位＝野尻校区、
９位＝永久津校区、10 位＝細野校区、11 位＝須木校区

第 66 回こばやし駅伝競走大会2017.1.22　Photo Report

第１区＝桑
く わ ず る

水流綾
あ や か

香（小林校区Ａ）、永
な が た

田ひなの（紙屋校区Ａ）
第２区＝森

もり

海
か い と

翔（小林校区Ｂ）第３区＝鎌
か ま た

田早
さ き

紀（小林校区 A）
第４区＝野

の わ き

脇勇
ゆ う し

志（三松校区）第５区＝村
むらかみ

上友
ともやす

康（小林校区 A）
第６区＝山

やまぐち

口遥
は る き

生（南校区）第７区＝川
かわごえ

越裕
ゆ う と

斗（三松校区）第
８区＝白

し ら が さ わ

ヶ沢大
だいすけ

輔（東方校区 A）第９区＝菊
き く ち

池大
や ま と

和（紙屋校
区）第 10 区＝ 梯

かけはし

太
た い し ろ う

志朗（栗須校区）第 11 区＝山
やまぐち

口莉
り り

理（小
林校区Ａ）第 12 区＝大

おおやま

山和
かずひこ

彦（西小林・幸ケ丘校区）第 13
区＝吉

よしくに

国葵
あおい

（南校区）、柴
しばさき

崎真
ま な み

奈美（西小林・幸ケ丘校区）第
14 区＝滝

たきぐち

口俊
としひと

人（三松校区）

区間賞（敬称略・氏名・校区）
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お 出 か け ガ イ ド
行 っ て み よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。

生駒高原の菜の花
35 万本の菜の花が咲き誇ります 春を告げる花々が咲き始めます

萩の茶屋開花情報

　野尻地区の「萩の茶屋」は、年間を通して、
季節に合った美しい花々を見ることができ
ます。白モクレン＝３月 10 日ごろ、しだれ
桜＝３月 20 日ごろ、八重桜＝４月上旬～中
旬、つつじ＝４月 20 日ごろ●場所＝萩の茶
屋●問＝野尻観光案内所℡ 44-3004

　地元特産品やグルメなど約 30 店舗が出
店し、宮崎牛やめろめろメロンなどが当た
る抽選会も開催。郷土芸能などのステージ
イベントもお楽しみに！●日時＝３月 19
日（日）10 時～ 15 時 30 分●場所＝のじ
りこぴあメロンドーム西側特設会場※小雨
決行 / 悪天候中止。●問＝のじりこぴあ℡
44-3000、野尻観光案内所℡ 44-3004

第６回のじりこぴあ桜まつり
豪華賞品があたる抽選会もあります 家族や友人も誘って参加しませんか？

　桜を眺めながら野尻をゆったり歩いてみ
ませんか？●日時＝３月 26 日（日）受付８
時 30 分、開会式９時 15 分、スタート９時
30 分●場所 = ゆ～ぱるのじり発着（三ヶ野
山約６㌔コース）●参加費 = 一般 1000 円、
中学生から高校生 500 円、小学生以下無料
●定員 =100 人●申込 = 問＝野尻庁舎地域振
興課℡ 44-1100、ゆ～ぱるのじり℡ 44-2210

野尻町第３回桜まちあるき

　雄大な霧島連山と九州山地を見渡せる標
高 550 ㍍の生駒高原に、今年も 35 万本の
菜の花が黄色い絨

じゅうたん

毯を作ります。●日時 = 
３月下旬～４月下旬●入場料＝高校生以上
520 円、中学生 300 円、小学生以下無料、
団体 15 人以上 400 円●場所＝生駒高原●
営業時間＝９時～ 17 時●問＝花の駅生駒
高原℡ 27-1919

教育委員会教育委員会■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911

競泳オリンピックメダリストの松田丈志さんが講演
　２月９日、小林小学校で食育講演会を開催しま
した。講師として宮崎県出身で競泳オリンピック
メダリストの松

ま つ だ た け し

田丈志選手が登壇。選手として努
力したことや競泳人生を通して感じた食の大切さ

を話し、「選手として
年齢との闘いがあり
ました。それを支えた
のはバランスの摂れ
た食事と周りの人た
ちでした。皆さんも夢
を叶えるために、仲間
や家族に応援される
人間になってくださ
い」と子どもたちや保
護者へメッセージを送
りました。

「社会に開かれた学校モデル」プレイベント開催
　細野小・中学校では、学校図書館を中心に「子
どもも大人も学びあい育ちあう」教育体制の在り
方を研究しています。２月 19 日、学校図書館を
地域に開放するプレイベントを細野小学校で開
催。地域住民ら約 150 人が訪れ、移動図書館車の
初披露や現役大学生による学習アドバイス、読み
聞かせグループ「ママーズ」のお楽しみ会などを
行い、学校図書館を有効に活用していました。

松田選手がクイズを出す場面も。
子どもたちは積極的に手を挙げ
て、発表していました

左）現役大学生が学習アドバイス 右）「ママーズ」の読み聞かせ

ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ

市教育研究センター調査研究発表会並びに教育研究論文・授業論文表彰式

市の教育的課題解決のため、調
査・研究の成果を発表。
　２月 16 日、市教育研究セン
ター調査研究発表会と教育研究
論文・授業論文表彰式が開催さ
れました。市内全小中学校の教
職員など約 350 人が参加。表彰
式では、計 69 本の応募論文の中
から上位３席を表彰しました。
　また、市の教育的課題の解決
に向けた具体的な取組として、
東方中学校区が小中一貫教育で
取り組んでいる「学力向上のた
めの ICT 活用の在り方」の実
践発表、教育研究センターが大
学教授や幼保園などの関係者と
協働で作成した紙芝居「ふたり
のピクニック」、児童生徒の主
体的な学びを重視した授業のポ

イントなど、就学前の充実を図
る教材開発と授業づくりを発表
しました。この内容は、２月
10 日の県教育研究機関の発表
会でも発表し、「ふるさとを愛
する子どもが育っていくと感じ
た」など高く評価されています。
　今後は、研究成果を各学校で
実践していきます。
　【以下結果・敬称略】■教育研
究論文の部＝１席＝長

な が の

野宏
ひ ろ ゆ き

行
（紙屋中）、２席＝手

て し ま

嶋徳
の り こ

子（野
尻小）、谷

た に

佳
よ し こ

子（東方小）、３席
＝四

し い

位一
か ず の り

徳、上
う え は ら

原里
さ と み

美（細野中）、
職員グループ（西小林中）■授
業論文の部＝１席＝伊

い じ ち

地知朱
あ か り

里
（野尻小）、中

な か や ま

山新
し ん ご

吾（三松中）、
３席＝中

な か や ま

山裕
ひ ろ し

史（永久津中）　
■学校賞の部＝細野中学校

写真上）教育論文の部１席の長野先生

中央）紙芝居発表下）論文の部受賞者

細野小学校地域開放イベント小林小学校で食育講演会
LＩＢＲＡＲＹＦＯＯＤＳ
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編集後記

小
林
人
の
取
材
で
、
手
振

り
刺
繍
を
体
験
し
ま
し

た
。
両
手
両
足
を
使
う
作
業
で
、

文
字
は
お
ろ
か
真
っ
直
ぐ
線
を

書
く
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
職
人

の
技
術
の
高
さ
に
感
動
。
ス
ー

ツ
や
コ
ー
ト
な
ど
へ
の
名
前
の

刺
繍
も
受
け
付
け
て
い
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。（
森
本
潤
葵
）

３
月
27
日
か
ら
４
月
９
日

は
絵
本
週
間
で
す
。
わ

け
も
ん
の
取
材
で
お
邪
魔
し
た

市
立
図
書
館
で
は
、
年
代
を
問

わ
ず
絵
本
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
絵
本
を
取
り
揃
え
て
い
ま

す
。
安
影
さ
ん
に
お
ス
ス
メ
の

絵
本
を
紹
介
し
て
も
ら
お
う
っ

と
。（
深
草
由
樹
）

画：友安よーいち

第 35 話「卒業式」

　広報クイズ

８ ６８ ８ ０５ １お手数です

が 52 円切

手をお貼り

下さい

小林市役所 地方創生課

広報こばやし編集室　行

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（広報こばやし№132　2017. ３月号）

問題：今月の特集は、「地域で協力！介護予防 !! 自分
らしい生活◯◯◯◯◯」。
◆ヒント：４ページから探してください。
　クイズの答・興味を持ったコーナー３つ・住所・氏名・電
話番号を明記して応募してください。
　今月は、抽選で５人に「のじりこぴあの自然派バイキング
のペアお食事券」をプレゼント。

【締切】３月 17 日（金曜）〔当日消印有効〕
応募は一人１枚まで。広報こばやし２月号のクイズの答えは

「力」でした。抽選の結果、正解者の 10 人に景品を贈りました。
※プレゼントを提供くださる方も募集しています。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市地方創生課広報
FAX：23 － 6650　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

　人のうごき（小林市の人口）

人口
男
女

平成 29 年２月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４５，５９７人
２１, ０６９人
２４, ５２８人

（－１、＋ 76）

（－ 51、－ 544）
（－ 27、－ 307）
（－ 24、－ 237）

世帯数 １９，６００世帯

祝
成
人
と
っ
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
表
紙
の
華
や

か
な
こ
と
。
み
ん
な
の
笑
顔
も

最
高
で
す
ね
。
今
年
は
孫
が
成

人
で
帰
省
し
ま
し
た
。
ば
っ
ち

り
写
っ
て
い
ま
し
た
。

（
Ｙ
・
Ｈ
さ
ん
＝
細
野
）

　

表
紙
の
写
真
は
、
成
人
式
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。
思
い

出
に
残
る
成
人
式
に
と
企
画
、

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

成
人
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
元
気
で

活
発
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
の

で
、
素
晴
ら
し
い
成
人
式
に
な

り
ま
し
た
ね
。

●

最
近
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め

た
の
で
、
ど
の
大
会
に

出
場
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
小
林
市
で
新
ら
し
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

今
年
は
ど
う
し
て
も
無
理
で
す

が
、
来
年
は
大
好
き
な
霧
島
を

見
な
が
ら
気
持
ち
良
く
走
り
た

い
で
す
。

（
Ｉ
・
Ａ
＝
鹿
児
島
県
霧
島
市
）

　

３
月
５
日
開
催
の
こ
ば
や
し

霧
島
連
山
絶
景
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
お

は
が
き
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
恒
例
の
大
会
に
な
る

よ
う
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。　●

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
っ
て
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
特
集
を
読
ん
で
近
々
作

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
（
Ｕ
・
Ｎ
さ
ん
＝
細
野
）

　

今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
便

利
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

大
切
に
保
管
し
て
、
有
効
に
活

用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

●

今
回
初
め
て
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
の
参
加
申
込
を

し
ま
し
た
。
一
番
短
い
６
㌔
で

す
が
、
完
歩
で
き
る
か
ド
キ
ド

キ
で
す
。
健
康
の
た
め
楽
し
ん

で
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｍ
＝
真
方
）

　

た
く
さ
ん
の
お
も
て
な
し
と

美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
歩

け
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

四
方
山
話

心の花びら

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、

ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

う
た
を

すくすくSUKUSUKU

平成 28 年２月16日生

あなたの存在が、パパとママの元気の源！
生まれてきれくれてありがとう☆
父：健介さん　母：ルミさん

鶴
つ る だ

田 貫
か ん や

八くん
平成 28 年１月 27 日生
上
うえぞの

園 芽
め い

季ちゃん

芽季ちゃん一歳の誕生日おめでとう。
姉ちゃんと仲良く元気に育ってね！
父：政博さん　母：吏紗さん

も
う
、
こ
ん

歌
い
声
も

聴
っ
が

な
ら
ん
な
ぁ
。

歌
い
ま

卒
業
式
の

し
ょ
う
。

寒
の
風
呂
入
る
も
出
る
も
勇
気
い
る　

小
林
合
歓
の
会 

青
山
ス
ミ
子

湯
け
む
り
や
竹
し
な
や
か
に
寒
ざ
ら
し　

小
林
合
歓
の
会 

入
佐
典
子

笑
い
泣
き
五
十
年
夫
婦
よ
今
う
ら
ら　

小
林
合
歓
の
会 

谷
之
木
み
ち
え　

皺
増
え
し
夫
婦
の
丸
む
祝
い
餅　

小
林
合
歓
の
会 

鐵
山
裕
子

高
千
穂
や
千
古
の
夢
を
追
う
が
ご
と

　
　
　

～
朝
日
に
輝
く
高
千
穂
の
峰
を
仰
い
で
～　

東
脇
哲
郎

痛
む
腰
庇
い
な
が
も
ス
テ
ッ
キ
は
家
に
残
し
て
散
歩
す
る
我　

髙
田
正
江

孫
嫁
の
三
寒
四
温
母二

月

に
な
り
／
ベ東

京
つ
き
じ
舌
ひ
ら
め
九
州
く
つ
ぞ
こ
季
語
む
し
か
れ
い

ラ
ン
ダ
の
竿
に
吊
る
す
や
柳
む
し　

上
久
保
年
治

お
は
よ
う
～
お
は
よ
う
さ
ん
と
朝
い
ち
に
言
葉
交
わ
す
は
二に

か
こ
く国
の
子
ら　

山
茶
花

紅
梅
は
雪
に
う
も
れ
て
凛
と
し
て
お
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

深
城
逸
子

被
災
地
よ
り
訪
ね
て
来
た
り

　
　
　

熊
本
地な

い震
語
り
合
ひ
に
し
互
の
苦
労
を　

あ
や
め
の
会 

前
満
英
子

雪
か
ぶ
り
こ
し
き
韓か

ら
く
に國

ひ
な
も
り
と
三
峰
並
び
て
景
色
の
雄
大　

木
佐
貫
ヒ
サ
エ

整
ひ
し
寺て

ら
に
わ庭
の
木
に
積
も
る
雪
ひ
と
日
の
景
色
美
し
き
か
な　

坂
上
正
子

※
３
月
は
卒
業
式
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。
慣
れ
親
し
ん
だ
校
舎
、
友
人
と
別
れ
る
寂
し
い
季
節
で
す
が
、
新
た
な
人
生

の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
も
あ
り
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
来
月
か
ら
新
年
度
。
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

赤

黒

皆様の投稿を
　　　お待ちしています！
　お子さん（３歳未満）の
写真に名前、ふりがな、性
別、誕生日、住所、保護者名、
お子さんへのメッセージ（40
字以内）を添えて、送付く
ださい。
※すぐには掲載できない場
　合があります。

【送付先】
・地方創生課
ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp



　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

専
門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人

②
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
人
で
次
に
掲
げ
る
人

・
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成

　

30
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

　

す
る
見
込
み
の
人
、
ま
た
は
人

　

事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　

認
め
た
人

◆
申
込
締
切

　

３
月
31
日
（
金
曜
）

　
　

～
４
月
12
日
（
水
曜
）

◆
申
込
方
法

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

込
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
日
程

　

６
月
11
日
（
日
曜
）

●
問

・
小
林
税
務
署

　

℡
23
‐
３
１
２
６
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感想や叱咤激励、疑問・質問などお寄せください。
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今
年
は
、
ま
き
ば
の
桜
ま
つ
り

が
復
活
し
て
10
周
年
と
な
る
節
目

の
年
に
な
り
ま
す
。
ま
つ
り
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
会
場
の
草
刈
り
、

ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

３
月
19
日
（
日
曜
）

　

９
時
～
12
時

※
当
日
は
8
時
30
分
に
集
合
し
て

　

く
だ
さ
い

※
草
刈
機
、
の
こ
、
な
た
、
軍
手

　

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
持
参
く
だ

　

さ
い

◆
場
所

　

ま
き
ば
の
桜
並
木
通
り

　

牧
場
演
芸
場

●
問

・
ま
き
ば
の
桜
ま
つ
り

　

実
行
委
員
会

　

℡
22
‐
８
６
８
４

　

手
軽
で
快
適
・
安
全
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
野
外
料
理
な

ど
を
と
お
し
て
、
家
族
や
友
人
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
を
満
喫
す
る
。

◆
日
時

　

3
月
25
日
（
土
曜
）

　
　

～
26
日
（
日
曜
）　

　

13
時
30
分
～
翌
10
時
30
分

※
12
時
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が
で

　

き
ま
す

◆
場
所　

　

ひ
な
も
り
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

◆
定
員　

50
人

◆
料
金

　

1
家
族
（
組
）
１
０
０
０
円

◆
注
意
事
項

・
各
自
利
用
の
サ
イ
ト
利
用
料
、

　

レ
ン
タ
ル
料
金
な
ど
は
自
己
負

　

担
で
す

・
各
自
の
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
装

　

備
品
や
食
材
な
ど
は
持
参
く
だ

　

さ
い

◆
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
、
ひ
な
も
り
台

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

3
月
22
日
（
水
曜
）

●
申
・
問

・
ひ
な
も
り
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

℡
23
‐
８
１
０
０

　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
パ
ソ

コ
ン
基
礎
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
や
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

を
基
礎
か
ら
見
直
し
た
い
人
な

ど
、
ぜ
ひ
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
コ
ー
ス

・
初
心
者
の
た
め
の
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
講

　

座
（
昼
間
6
回
コ
ー
ス
）

・
初
心
者
の
た
め
の
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

　

講
座
（
昼
間
6
回
コ
ー
ス
）

◆
日
程

　

４
月
12
日
（
水
曜
）、14
日
（
金

曜
）、
17
日
（
月
曜
）、
19
日
（
水

曜
）、21
日
（
金
曜
）、24
日
（
月
曜
）

◆
時
間

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
申
込
締
切　

４
月
３
日（
月
曜
）

◆
費
用

　

各
１
万
２
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む

◆
定
員　

10
人

※
5
人
未
満
の
場
合
は
開
講
で
き

　

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　

承
く
だ
さ
い

◆
そ
の
他

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
林
高
等

職
業
訓
練
校
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０
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▼▼

募　

集

ま
き
ば
の
桜
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

▼▼
講
座
・
催
し

春
！
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
in
ひ
な
も
り

ひ
な
も
り
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

短
期
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室（
有
料
）

県広報コンクール２部門特選
　県内市町村の優れた広報作品を表彰する平
成 28 年（53 回）宮崎県広報コンクールで、
市は広報紙（市）の部で広報こばやし 3 月号、
映像の部で小林秀峰高校と協働で制作した「小
林市 PR ムービー“サバイバル下校” 」が最
優秀賞にあたる特選を受賞しました。特選を
受賞した２作品は、全国広報コンクールに出
品されます。

図書寄贈
ありがとうございました

　本年度も多くの図書寄贈をいただきありがとうご
ざいました。寄贈いただきました図書は随時登録を
進めています。複本などはお持ち帰り本に提供させ
ていただきました。
●市立図書館　℡ 22‐7913

国
税
専
門
官
採
用
試
験

～一般書籍～

『サーベル警視庁』
　著者：今野　敏　
発行：角川春樹事務所

～児童書～

『おさびし山のさくらの木』
文：宮内　婦貴子
絵：いせ　ひでこ

発行：BL 出版

～一般書籍～

『自分の時間を取り戻そう
ゆとりも成功も手に入れられる

たった 1 つの考え方』
著者：ちきりん

発行：ダイヤモンド社

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

新
年
度
に
向
け
て
、

時
間
の
使
い
方
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

市立図書館
赤
あかさき

﨑　夏
な つ き

来さん

北斗七星に注目！

天空の羅針盤

　闇に包まれる中旬過ぎの午後８時。北東の
空にはスプーンを立てたような７つの星の並
び。春の使者「北斗七星」です。メグレズ【星
図を参照】が他の６つの星に比べて暗いのに
気付きます。他の星は２等星ですが、この星
だけが３等星でやや暗いのです。メグレズと
は尾の付け根という意味でおおぐまの尾の付
け根に当たります。星の脇に「おおぐまのしっ
ぽ」と当てると「しっ」が字余りに・・・。
実は「っ」に当たる星が、「し」の星のすぐ近
くに暗いながら寄り添っています。見えたら
あなたの目は健康！お楽しみください。【お知
らせ】今月の観望会は毎週土・日の 19 時～、
20 時～、21 時～。18 日 ( 土 ) は星空の夕べ。
25 日 ( 土 ) ～月末は 14 ～ 15 時に昼間の観
望会を開催。休館は火曜とプラネタリウム入
替え期間の６日 ( 月 ) ～９日 ( 木）。

３月 20 日午後８時の北天

（左）広報こばやし 3 月号表紙

（右）サバイバル下校のワンシーン
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小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
を
し
て
い
る
人

の
心
身
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
と
活
力

に
つ
な
げ
る
た
め
、
毎
月
第
2
土

曜
日
に
「
家
族
介
護
者
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
4
月
は
次

の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。
介
護
に

関
す
る
質
問
や
悩
み
の
あ
る
人
、

今
ま
で
こ
の
集
い
に
参
加
し
た
こ

と
の
な
い
ご
家
族
、
ま
た
介
護
を

卒
業
し
た
人
も
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
日
時

　

4
月
8
日
（
土
曜
）

　

10
時
～
12
時

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

1
階
会
議
室

◆
内
容　

茶
話
会
、
懇
談
会

◆
参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
　

※
申
込
は
不
要

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
特
定

健
診
・
が
ん
検
診
の
希
望
調
査
を

行
い
ま
す
。
健
（
検
）
診
の
対
象

と
な
る
人
が
い
る
全
世
帯
に
調
査

票
を
郵
送
し
ま
す
。
希
望
す
る
健

（
検
）
診
の
種
類
や
日
程
な
ど
を

記
入
し
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
票
は
市
民
の
健
診

受
診
状
況
の
把
握
も
さ
せ
て
い
た

だ
く
目
的
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
が
な
い
場
合
も
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

◆
対
象　

▼
特
定
健
診

　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

40
歳
～
74
歳
ま
で
の
人
が
対
象

▼
が
ん
検
診

　

概
ね
20
歳
以
上
の
女
性
、
40
歳

以
上
の
男
性
が
対
象
で
す
が
、
年

齢
や
性
別
に
よ
り
受
診
で
き
る
が

ん
検
診
が
違
い
ま
す
。
詳
し
く
は

調
査
票
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

◆
提
出
締
切

　

3
月
24
日
（
金
曜
）

◆
提
出
方
法

　

調
査
票
を
、
3
月
上
旬
に
黄
色

い
封
筒
で
、世
帯
主
に
送
り
ま
す
。

調
査
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
い
れ
て
投

函
す
る
か
、直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

・
ほ
け
ん
課

・
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

　

内

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

・
西
小
林
出
張
所

・
紙
屋
出
張
所　
　

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

２０１7 年　1 月１日号ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０１7 年　3 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
次
世
代
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
相
続
登
記

を
し
ま
せ
ん
か
。

◆
相
続
登
記
を
し
な
い
で
い
る
と

①
相
続
人
の
う
ち
の
１
人
が
亡
く

　

な
り
、
さ
ら
に
相
続
が
発
生
す

　

る
と
、
相
続
人
の
数
が
増
え
、

　

登
記
手
続
や
費
用
な
ど
負
担
が

　

増
加
し
ま
す

②
土
地
・
建
物
の
売
却
や
ロ
ー
ン

　

の
手
続
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

③
実
際
の
所
有
者
が
分
か
ら
な
い

　

た
め
、
災
害
復
旧
や
防
災
の
た

　

め
の
工
事
が
で
き
な
い
な
ど
の

　

社
会
問
題
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
ま
た
は
宮
崎
地
方
法
務
局

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
未
来
へ
つ

　

な
ぐ
相
続
登
記
」
を
参
照
く
だ

　

さ
い

●
問

・
宮
崎
地
方
法
務
局

　

℡
０
９
８
５
‐
22
‐
５
１
２
５

２０１7 年　3 月１日号

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

希
望
調
査

　市では、自主財源確保のため市のホームページに
掲載するバナー広告を募集します。
◆広告の位置
　「くらし」と「観光」のページの下部
◆広告掲載料　
・事務所を市内に有する企業　月額５千円（税込）
・事務所を市内に有しない企業　月額１万円（税込）
◆申込用紙配布場所
　地方創生課
※市ホームページからもダウンロードできます
◆申込方法
　申込用紙に必要事項を記入して、バナー原稿を添え
て地方創生課まで郵送または持参ください。
◆申込締切　随時
※詳しくは、市ホームページを確認ください
●申・問・地方創生課　℡ 23‐1148
　〒 886‐8501　小林市細野 300 番地

市ホームページバナー広告

広報紙などの音訳 CD を利用しませんか
　音訳ボランティア団体「小林朗読友の会」では、視覚障
がい者の方へ「広報こばやし」、「お知らせ」、「はなみずき（議
会だより）」などを音訳した CD を制作し、郵送しています。
　家族、知人、友人で視覚障がい者の方がいましたら CD
の利用を勧めていただき、お気軽にご連絡ください。
●問・社会福祉協議会　℡ 23‐3466

▼▼
保
健
・
福
祉

家
族
介
護
者
の
集
い

（
認
知
症
家
族
の
会
）

▼▼　
案　

内

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
？

やっぱい元気がよか！

コツコツ骨叩き

　このコーナーでは、介護予防につながる、
簡単な運動を紹介します !
●問＝長寿介護課　℡ 23‐1140

　「年を取ると背が低くなる」と言われま
すが、それは、骨の劣化や運動量の減少
などが関係しています。歩くことや運動
をすることで骨を強くするよう心がけま
しょう。今回紹介する運動は、握りこぶ
しで全身の骨の部位を痛くない程度に“コ
ツコツ”と５～６回程度叩きます。骨に
適度な刺激を与えると骨の中の血液量が
増え、酸素や栄養も行き渡り、骨の強度
を高めることができるので、運動自体が
負担になっている方にお勧めです。

コツコツ骨叩きによる骨密度の変化
（薬を投与しながら前腕部を６か月
“コツコツ骨叩き”を継続）

地域おこし協力隊通信

　昨年末に、
豪 州 発 祥 の
パ ー マ カ ル
チャー講座に
参 加 し ま し
た。自然環境
と共生し、い
かに持続可能
なライフスタイルを構築するか。自分の無知と
向き合い、今後さらに学びを深める必要性を痛
感する時間でした。
　今、コバヤシ大学という学び場を設けていま
す。毎週、市民の方に多様な学びを得て頂ける
よう、様々なジャンルの講座を用意しています。
食/ヨガ/DIY/街づくりetc..キーワードにヒッ
トした方！「コバヤシ大学」にてお待ちしてい
ます。

コ
バ
ヤ
シ
大
学
で
は
、

毎
週
様
々
な
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
！

細
ほ そ か わ

川　慎
し ん た

太 隊員

愛
の
ご
寄
付

平
成
29
年
１
月
末
寄
付

社
会
福
祉
事
業
寄
付
者

（
敬
称
略
）

●
忌
明
寄
付

氏
名（
亡
く
な
ら
れ
た
方
・
年
齢
）

南み
な
みイ
ク
（
次つ

ぎ
お男

94
）

細
野

柚ゆ

き

や

ま

木
山
妙た

え
こ子
（
板い

た
も
と元
シ
ヅ
ミ
93
）

細
野

平ひ
ら
や
ま山

美み

さ

こ

佐
子
（
大お

お
い
で
み
ず

出
水
孝た

か
し

85
）

南
西
方

外そ
と
む
ら村

秀ひ
で
き樹

（
治は

る
お雄

87
）

堤永な
が
い井

フ
サ
子こ

（
納お

さ
ま
ろ麿

82
）

堤松ま
つ
だ田

哲て
つ
お夫

（
ハ
ツ
ミ
94
）

紙
屋

植う
え
む
ら村

タ
ミ
エ
（
今い

ま
ひ
が
し東

ス
ミ
子こ

95
）

鳥
田
町

四し

い位
ヨ
シ
子こ

（
利と

し
み
つ光

92
）

三
ヶ
野
山

盛も
り
な
が永
孝た

か
こ子
（
福ふ

く
や
ま山
ア
グ
88
）

細
野

春は
る
ぐ
ち口
初は

つ
じ次
（
セ
キ
99
）

紙
屋

齋さ
い
と
う藤

康や
す
ひ
ろ祐

（
ツ
キ
エ
86
）

南
西
方

畠は
た
け
な
か中
賢け

ん
ぞ
う造
（
好よ

し
の
ぶ信

94
）

南
西
方

永な

が

く

い

久
井
操み

さ
お

（
ノ
リ
88
）

北
西
方

今い
ま
に
し西
貴き

よ

み

代
美
（
孝こ

う
は
し橋
實み

の
る

90
）

南
西
方

村む
ら
た田

克か
つ
あ
き昭

（
ス
ミ
エ
91
）

真
方

岩い
わ
ま
つ松

祥さ
ち
こ子

（
政ま

さ
た
け武

84
）

東
麓

横よ
こ
や
ま山
利と

し
の
り則
（
ヱ
ミ
子こ

78
）

中
原

浅あ
さ
い井
俊と

し
ひ
ろ博
（
吉よ

し
ば羽
翠み

ど
り

96
）

南
西
方

松ま
つ
が
さ
こ

ヶ
迫
住す

み
お雄

（
ス
ミ
エ
95
）

真
方

前ま
え
だ田

三さ
ぶ
ろ
う郎

（
鈴す

ず
こ子

82
）

北
西
方

深ふ
か
た田

フ
ミ
エ
（
國く

に
お雄

88
）

東
方

藤ふ
じ
た田

里り

つ

よ

津
代
（
清せ

い
ご五

67
）

鳥
田
町

●
一
般
寄
付

・
車
椅
子
借
用
の
お
礼

田た
ば
た畑
久ひ

さ
よ
し義

●
物
品
寄
付

・
自
転
車　
　
　
　

永な
が
い井
ヤ
ス
子こ

・
車
椅
子　
　
　
　

河か
わ
べ邊

ミ
ド
リ

・
食
品　
　

      

折
口
商
店　

代
）
折お

り
ぐ
ち口
雅ま

さ
の
ぶ信

　

皆
様
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す

◎
問

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６



コロラドのおススメスポットはどこですかと聞かれ
ることがあります。本当のことをいうと、そんなに
たくさんの観光スポットを訪れたことはありませ
ん。最近、私の妹がコロラドを旅行した時の写真を
送ってくれました。そこで気づかされたのですが、
自分の身近にある美しい場所を散策したことがな
かったのです。今年こそは旅行し、新しい経験をし
ていきたいです。

Sometimes people 
ask me about what 
cool places they can 
visit in Colorado. To 
tell you the truth, I 
haven't visited many. Recently my sister has 
been sending me pictures of her travels around 
Colorado. It made me realize that all these 
years I never took the opportunity to explore 
beautiful places close to me. My goal for this 
year is to travel and experience new things.

『Hello! Hola! Dia duit! ~ALT の英語コラム ~』

Exploring   - from  Lorena-

　フランスの結婚式は
日本の結婚式と比べた
ら相当違います。フラ
ンスでは、必ず市役所
で結婚式を挙げます。
それは入籍と一緒で、
家族と親しい友達しか
いません。市長がスピー
チをして、夫婦は市長の前で誓いの言葉を言
います。そして指輪交換をし、結婚契約書に
サインをします。
　また、新しく結婚した夫婦にお米を投げる
習慣もあります。それが終わったら、近くの
公園などに行って、写真撮影するのが普通で
す。そして、ドラジェというお菓子を配ります。
　熱心な宗教家の人たちは神様の前で結婚式
を挙げます。宗教によっては、教会やシナゴー
グ（ユダヤ教の会堂）、モスク（イスラム教
の礼拝堂）などでします。

国際交流員の『メロンばなし』

結婚式散策

ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

平
成
28
年
度
公
共
下
水
道
の
一

部
供
用
と
下
水
処
理
を
開
始
す
る

に
あ
た
り
、
関
係
書
類
を
縦
覧
で

き
ま
す
。

◆
供
用
開
始
区
域

・
堤
字
西
ノ
原
の
一
部

◆
供
用
開
始
日

　

3
月
31
日
（
金
曜
）

◆
縦
覧
日
程　

　

3
月
13
日
（
月
曜
）
～
27
日
（
月
曜
）

　

9
時
～
17
時

※
土
日
、
祝
日
除
く

◆
場
所　

　

水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
本

庁
２
階
）

●
問

・
水
道
課

　

℡
23
‐
０
３
１
２

　

イ
ベ
ン
ト
や
新
サ
ー
ビ
ス
・
商

品
発
表
な
ど
の
情
報
を
、
報
道
機

関
に
提
供
し
た
い
人
は
、
市
の
記

者
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
報
道

機
関
に
一
斉
に
情
報
提
供
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
地

方
創
生
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ

い
。

●
問

・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

　

転
入
や
転
出
な
ど
の
多
い
年
度

末
・
初
め
の
休
日
や
時
間
外
に
臨

時
的
に
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
３
月
25
日
（
土
曜
）・
26
日
（
日

　

曜
）
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

水
道
課

◆
3
月
29
日
（
水
曜
）・
31
日
（
金

　

曜
）
19
時
ま
で

　

市
民
課
・
税
務
課
、
長
寿
介
護

課
・
生
活
環
境
課
・
子
育
て
支
援

課
・
福
祉
課
・
学
校
教
育
課

◆
4
月
1
日
（
土
曜
）・
2
日
（
日

　

曜
）
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　

市
民
課
・
学
校
教
育
課
・
水
道

課◆
4
月
3
日
（
月
曜
）・
4
日
（
火

　

曜
）
19
時
ま
で

　

市
民
課
・
税
務
課
・
長
寿
介
護

課
・
生
活
環
境
課
・
子
育
て
支
援

課
・
福
祉
課
・
学
校
教
育
課

◆
4
月
6
日
（
木
曜
）
19
時
ま
で

　

市
民
課
・
学
校
教
育
課

※
税
務
課
は
、
地
籍
調
査
事
務
を

　

除
く

※
福
祉
課
は
、
障
が
い
者
関
係
事

　

務
に
限
る

　

市
で
は
、移
住
希
望
者
な
ど
に
、

登
録
さ
れ
た
空
き
家
情
報
を
提
供

す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
不
動
産
会
社
に

取
引
を
依
頼
さ
れ
て
い
な
い
売

買
・
賃
貸
で
き
る
空
き
家
を
持
っ

て
い
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
希
望
す
る
人
は
、
気
軽
に
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、情
報
提
供
者
に
５
千
円
、

所
有
者
に
５
千
円
を
支
払
う
謝
礼

金
制
度
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

地
方
創
生
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
空
き
家
の
改
修
補
助

　

空
き
家
の
改
修
な
ど
（
賃
貸
借

契
約
締
結
後
）
に
対
す
る
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
（
上
限
50
万
円
）。

●
問

・
地
方
創
生
課

　

℡
23
‐
１
１
４
８

２０１7 年　3 月１日号

公
共
下
水
道
の

一
部
供
用
開
始
の
縦
覧

2425 KOBAYASHI 2017. ３

時間外急病診療電話案内

℡23-8212

※医療機関を案内するもので、病気に関
　する相談を受けることはできません。

日曜・祝日
（日曜・祝日は、原則小児科）

19 時から 22 時まで
9 時から 12 時まで

平日夜間

小児救急医療電話相談

℡＃ 8000
ダイヤル回線からは

℡ 0985-35-8855

19 時から翌８時まで365 日

※明らかに緊急を要する急病の場合は、
　119 番をご利用ください。

報
道
機
関
へ
の

情
報
提
供

空
き
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受
付
中

　災害や身近な防犯情報
をお届けする「小林市防
災・防犯メール」。登録希
望の人は、携帯電話やス
マートフォンのカメラ機
能で、右の QR コードを
読み取り、受信メールに
従い登録をお願いします。
登録したのに、メールが届かない人は、防災メー
ルなどを受信できない設定になっている場合が
考えられます。「city.kobayashi.lg.jp」からの
メールを受信できるよう携帯電話から設定する
か、最寄りの携帯電話の販売店にて受信設定を
行ってください。
●問　危機管理課　℡ 23‐1175

防災や防犯に役立つ情報届けます
小林市防災・防犯メール

QR コード

年
度
末
・
年
度
始
め　

休
日
、
時
間
外
の

窓
口
開
庁
日
程

ロレーナ先生より

『力を合わせて』

～農作業体験を通して、西諸地域の食・農業を学ぼう～

『スポーツ振興課』編

　市と北きりしま田舎物語推進
協議会は、市内の中学生の農作
業体験事業を行っています。
　この事業では、協議会に所属
している市、高原町、えびの市
の農家さんのもとで、野菜の収
穫や牛の世話などの農作業、食
事の支度などを体験します。
　この体験を通して、苦手な野
菜を食べられるようになったり、
生産者の方々への感謝の気持ち、
食べることの大切さ、農業の大
切さ、西諸地域の良さを学ぶこ
とが出来ます。
　受け入れる農家さんは、参加

者の笑顔を思い浮かべながら、
時期に応じた野菜を育てたり、
いろいろな体験ができるように
準備しています。また、安心で
安全な体験をしてもらうため、
食事などの衛生面や救急救命処
置の講習会を行うなど受け入れ
態勢を整えています。
　これからも事業を通して、中
学生の食、農業に対する意識づ
くりにつなげていきます。

永久津中学校の生徒が参加した農業体
験。慣れない作業にも一生懸命取り組
んでいました

市 役 所  × 北 き り し ま 田 舎 物 語 推 進 協 議 会

スポーツ振興課の主な業務
スポーツの振興、体育施設等の管理
運営、学校給食、食育推進事業

農作業体験しっみらんね。
あたいたっが、まっちょいよ！
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　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

3

12 日
整形外科フレンドクリニック 22-3132

ひろた内科クリニック 25-0550

19 日 西小林診療所 27-1034

20 月
宮崎医院 22-2841

針貝眼科医院 22-2322

26 日 前田内科医院 22-5802

4

2 日
山田内科循環器科 25-0088

小林中央眼科 23-5300

9 日
すわクリニック 22-6489

桑原記念病院 22-4138

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 日（曜日）

区
3
月

4
月

水流迫、東方 1・2 1 4
真方１・２・３ 2 3

南西２・３、通り町 3 5
南西１の西、南西４

本町、新生町
6 6

南西１の東、
種子田

7 7

北西１・３、緑町 8 10
北西２、坂元 10 11

西町１・２・３
南島田

9 13

仲町、永田町、
後川内

13 12

細野２・３、
南真方

14 20

細野１、南真方西 15 21
南真方東、

上町、上町西
16 25

上町中、上町東、
上町北

24 26

西堤、南堤 28 27
北堤 29 28

野尻地区
（第 3 日曜）

19 16

須木地区
（第４日曜）

26 23

今月の　これは何ごみ？

「紙の筒で底が金属のものは？」
答えは左のページ。

26

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 会　場 時　間

妊婦健康相談
母子手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 小

林
市
保
健
セ
ン
タ
ー

9：00 ～ 11：30

赤ちゃん健診 4 月 7 日（金） 受付
12：45 ～ 13：15

３歳児健診 3 月 10 日（金） 受付
12：30 ～ 13：15

キッズフロア 4 月 5 日（水） 9：30 ～ 11：00

●健康相談

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

3 14 火
まちかど

健康相談室
ゆ～ぱるのじり 10：00 ～ 12：00

● にこにこ運動教室（13：30 ～ 15：30）
問：社会福祉協議会野尻支所℡ 44-1206、社会福祉協議会須木支所℡ 48-2073

場　所 3 月
須木総合ふるさとセンター 13 日（月）、27 日（月）

野尻町保健福祉センター 14 日（火）、28 日（火）

●けんしん相談会
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

3 月 22 日（水） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

くらし　3 月１０日～ 4 月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

3

14 火 人権・行政・なやみごと 本庁４階会議室

10：00 ～ 15：0021 火 人権・なやみごと 本庁４階会議室

28 火 人権・なやみごと 本庁４階会議室

4
4 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：00
6 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 3 月 19 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談 ※要予約 3 月 16 日（木） 本庁 4 階大会議室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

　その他の行事・イベント

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！　誰かに話してみませんか？
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム　 27-1850電話番号は

●わいわいクラブ・ハッスル教室　 
　ハッスル教室は、介護予防・認知症予防などを目的とした軽体操を行います。
　わいわいクラブは、介護予防講座などを実施しながらいきいきサロンの立ち上
げに向けた支援を行います。

種　類 月　　日 会　場 時　間 問い合わせ先

ハッスル教室 3月23日（木） 下水流迫公民館 14：00～ 第 1 在宅介護支援セ
ンター（ひなもり園）
℡ 22-8866わいわいクラブ 3月24日（金）

小林市農村環境改善
センター

14：00～

わいわいクラブ 3月17日（金） 西小林地区公民館 10：00～
第 2 在宅介護支援セ
ンター（望峰の里）
℡ 27-2552

ハッスル教室 3月15日（水） 高山公民館 10：00～ 第 3 在宅介護支援セ
ンター（陽光の里）
℡ 23-5667わいわいクラブ 3月18日（土） 坂元親子会館 10：00～

ハッスル教室 3月10日（金）
栗須コミュニティ

センター
10：00～

野尻在宅介護支援セン
ター（社会福祉協議会
野尻支所）
℡ 44-1206

わいわいクラブ 3月15日（水） 大脇公民館 13：30～

ハッスル教室 3月15日（水） 原地区集会施設 10：00～
須木地域型在宅介護支
援センター（美穂の里）
℡ 48-3696

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局
時間　8：30 ～ 17：15
受付開始日　3 月 9 日（木）
受付締切日　3 月 15 日（水）

　これは何ごみ？答え　
切り離せるものは、「紙類」
と「リサイクル品」の金属
でお出しください。切り離
しが困難なものは、「燃や
せるごみ」でお出しくださ
い。

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間
3 月 23 日　（木） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

「二原遺跡公園公開日」
　3 月 19 日（日）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
３月 23 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

「学校・家庭・地域の
  教育フォーラム」
　3 月 12 日（日）
　9：30 ～ 12：00
[ 場 ] 文化会館

「平成 29 年度
  小林市消防団入退団式」
　4 月 2 日（日）
　10：00 ～ 11：00
[ 場 ] 野尻町農村環境
　　 改善センター

「第 2 回こばやしマルシェ」
　3 月 12 日（日）
　9：00 ～ 13：00
[ 場 ] 文化会館
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会社説明会＆面接相談会
正社員･契約社員･パート募集！

宮崎小林コンタクトセンター (旧ホタル館)小林市南西方844‐1

3月13日(月曜日) 1回目 午後 3時～
3月14日(火曜日) 2回目 午後 3時～
3月15日(水曜日) 3回目 午前10時～

ハローワーク求人番号 掲載中！
13040‐7541971
13040‐7550171
13040‐7528371

※予約連絡先 秘書センター㈱ 0120(723)250

広　告

チラシ、伝票、はがき、封筒、シール、ラベル、
名刺、パンフレット、ポスター、チケット、
掛紙、包装紙、カレンダー、カルテ、冊子、
賞状、ステッカー、タオル、のぼり、垂れ幕、
写真撮影、ポイントカード、メニュー表、
Ｔシャツデザイン　　　　　　　　…etc

株式
会社

毎月第２日曜日はマルシェの日

40 店以上の「食」と「体験」のお店大集合！

第２回　2017 年 ３月 12日　開催 !!日 9：00～ 13：00　場所：小林市文化会館

豪華景品が当たる！ 木の遊具、おもちゃが満載！

木育キッズ
スペース大抽選会開催


